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一　

は
じ
め
に

三
重
大
学
で
は
、高
等
学
校
か
ら
大
学

へ
の
学
び
の
転
換
を
図
り
、

大
学
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
基
礎
学
力
を
提
供
す
る
初
年
次
教
育

に
つ
い
て
、
共
通
教
育
と
専
門
教
育
に
お
い
て
、
取
り
組
ん
で
き
た
。

共
通
教
育
の
英
語
に
関
し
て
は
、
学
生
は
入
学
時
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
を
受
験
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
能
力
別
の
ク

ラ
ス
が
編
成
さ
れ
、
学
生
の
達
成
度
に
応
じ
た
指
導
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
一
年
末
ま
で
四
〇
〇
点
に
達
し
な
い
学
生
に
対
し
て
は
、

補
習
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
理
科
系
学
部
に
お
い
て
は
、
基
礎
教

育
科
日
と
し
て
、
学
科
ご
と
に
、
数
学
、
物
理
、
化
学
、
生
物
な
ど

の
履
修
を
義
務
付
け
、
専
門
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
「数
学
何
で
も
相
談
室
」
に
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
、

訪
れ
る
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
個
人
指
導
を
も
行

っ
て
い
る
。

学
部
専
門
教
育
に
お
い
て
は
、
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
、
「プ
レ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
初
年
次
教
育
授

業
が
あ
る
。
そ
の
方
向
性
に
関
し
て
は
学
科
ご
と
に
方
針
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
多
様
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
高
等
学
校
か
ら

の
転
換
教
育
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
体
制
は
、
大
学
に
と
っ
て
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、
入

学
時
の
学
力
の
多
様
化
が
進
む
中
で
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
な
対
応
を
行
う
た
め
に
、
根
本
的
な
修
学
支
援
強
化
策
が
必
要
と
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な
る
。
三
重
大
学
で
は
、
そ
の
た
め
に
、
二
つ
の
方
策
を
打
ち
出
し

て
い
る
。

第

一
は
、
入
学
し
た
学
生
を
能
動
的
学
習
者

へ
転
換
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
修
学
支
援
を
行

っ
て
も
、
学
生
が
受
身
の
姿

勢
で
は
効
果
は
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。　
一
方
、
学
生
が
自

ら
の
学
び
の
課
題
を
自
覚
し
、
自
ら
の
意
思
で
知
識
や
ス
キ
ル
を
獲

得
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
け
ば
、
適
切
な
支
援
が
極
め
て
効

果
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
、
三
重
大
学
で
は
、

二
〇
〇
九
年
度
よ
り
、
全
学
ク
ラ
ス
指
定
の

「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト

ア
ツ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
統

一
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を

導
入
し
た
。

第
二
は
、
学
生
が
学
生
の
修
学
を
支
援
す
る
体
制
を
生
み
出
す
こ

と
で
あ
る
。
統

一
的
な
補
習
で
は
、
個
別
の
学
生
の
ニ
ー
ズ

ヘ
の
対

応
が
困
難
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
強
制
に
よ
る
学
習
意
欲
の
喪

失
も
懸
念
さ
れ
る
。　
一
方
、
非
常
勤
講
師
に
よ
る
指
導
に
よ
っ
て
、

個
人
に
合
わ
せ
た
修
学
支
援
は
で
き
る
が
、　
一
人
の
講
師
が
対
応
で

き
る
範
囲
に
は
物
理
的
に
限
界
が
あ
る
。
学
生
が
学
生
の
修
学
を
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
の
道
が
生

ま
れ
る
。
三
重
大
学
で
は
、
二
〇
〇
九
年
度
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
修

学
支
援
者
を
生
み
出
す

「
キ
ャ
リ
ア

・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

本
稿
で
は
、
三
重
大
学
の
こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

し
た
い
。

一
一

「四
つ
の
力
」
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
一
）
導
入
の
背
景

三
重
大
学
で
は
、
「感
じ
る
力
」
、
「考
え
る
力
」
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
カ
」
、
お
よ
び
総
合
力
と
し
て
の

「生
き
る
力
」
の
養
成

を
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
三
重
大
学
は
、
こ
れ
を

「
四
つ

の
力
」
と
し
て
学
内
外
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
」ゝ
の
「
四

つ
の
力
」
を
伸
ば
す
た
め
に
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（問
題
発
見
解
決
型
学
習
）

の
全
学
展
開
、
学
生
間
の
授
業
外
で
の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
で
あ
る

「
ム
ト
ド
ル
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
「
四
つ
の
力
」
の
経
年
的
変
化
を
測
定

す
る
修
学
達
成
度
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

一
方
、
学
生
に

「
四
つ
の
力
」
と
は
何
か
に
関
す
る
認
識
は
生
ま

れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
三
重
大
学

の
学
生
と
し
て
入
学
ｔ
た
か
ら
に
は
、
本
学
の
教
育
目
標
と
し
て
の

「
四
つ
の
力
」
と
そ
の
構
成
要
素
を
ば
ら
つ
き
の
な
い
形
で
認
識
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
大
学
生
と
し
て
必
要
な
資
質
を
明
確
に
理

解
し
た
う
え
で
、
学
生
た
ち
は
、
修
学
達
成
度
の
経
年
変
化
を
振
り
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返
り
な
が
ら
、
本
学
の
授
業
を
活
用
し
つ
つ
、
自
分
に
必
要
な
能
力

を
主
体
的
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
能
動
的
学
習
姿
勢
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
三
重
大

学
に
お
け
る
修
学
支
援
を
効
果
的
に
す
る
前
提
で
あ
る
と
考
え
た
。

三
重
大
学
は
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
共
通
教
育
に
、

統

一
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
を
新
設
す
る
こ
と
が
効

果
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
既
存
の
初
年
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
否
定
す

る
の
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
関
す
る
実
績
を
生
か
し
つ
つ
、
「
四
つ

の
力
」
の
共
通
認
識
を
生
み
だ
し
な
が
ら
、
能
動
的
に
自
ら
の
資
質

を
育
て
る
習
慣
を
獲
得
さ
せ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
新
設
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
学
共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
学
部
主
体
の
多
様
な
セ
ミ
ナ
ー
の

両
者
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
Ю

本
セ
ミ
ナ
ー
を
導
入
し
た
二
〇
〇
九
年
度
に
お
い
て
、
医
学
部
、

工
学
部
、
生
物
資
源
学
部
で
は
必
修
科
目
、
人
文
学
部
と
教
育
学
部

で
は
選
択
科
目
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
期
受
講
者
数
は

一
〇
二
九

名
と
な
り
、　
一
年
次
学
生
数
の
七
四
％
で
あ
っ
た
。
二
〇

一
〇
年
度

に
は
、
教
育
学
部
に
お
い
て
必
修
と
な
り
、
受
講
者
割
合
は
九
〇
％

を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
文
学
部
に
お
い
て
も
、

「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
主
旨
を
同
学
部
の
初

年
次
セ
ミ
ナ
ー
の
一
部
に
取
り
込
む
こ
と
と
な
り
、
ほ
ぼ
全
学
的
な

体
制
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

（三
）
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
年
次
生
を
四
〇
名
単
位
で
学
部
別
に
編
成
し
、

全
二
八
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
た
。
授
業
案
は
、
高
等
教
育
創
造
開
発
セ

ン
タ
ー
専
任
教
員
と
、
四
学
部
に
わ
た
る

一
〇
名
の
教
員
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
統

一
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
の
授
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
全
二
八
ク
ラ
ス
中
、
二
六
ク
ラ
ス
が
、
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

の
た
め
に
雇
用
し
た
専
門
の
特
任
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
質
の
統

一
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、　
一
ク
ラ
ス
は
授
業
案
作
成
に

か
か
わ
っ
た
教
員
に
よ
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
と
し
、
そ
の
授
業
後
に
、

毎
回
授
業
案
に
関
す
る
検
討
を
行
い
、絶
．え
ず
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、

首
尾

下
貫
し
た
授
業
と
す
る
努
力
が
重
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
は
関
係
教

員
の
教
育
力
向
上
に
資
す
る
Ｆ
Ｄ
に
も
な
っ
て
い
る
。

授
業
内
容
設
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
四
つ
の
力
」
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
、
ノ
ー
ト
テ
イ
キ
ン
グ

・
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

・
レ
ポ
ー
ト

作
成

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
を
獲

得
す
る
こ
と
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
能
動
的
学
習
を
推
進
す
る

こ
と
、
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
遂
行
を
組
み
合
わ
せ
た
実
践
的
学
習
を
行
う

こ
と
で
あ
る
。

前
期

一
五
回
の
授
業
は
、
①
大
学
へ
の
学
び
の
招
待
、
②
グ
ル
ー

プ
活
動
、
③
潤
く
方
法
、
④
意
見
を
述
べ
る
方
法
、
⑤
テ
ー
マ
設
定
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の
仕
方
、
⑥
大
学
で
の
学
び
、
⑦
も
の
の
見
方
感
じ
方
、
③
情
報
の

検
索
、
⑨
～
⑩
情
報
を
読
み
解
く
、
⑪
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
⑫
発

表
の
方
法
、
⑬
～
⑭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
と
評
価
、
⑮
振
り
返
り

と
今
後
へ
の
展
開
、
と
な
っ
て
い
る
。

授
業
は
、
四
〇
人
の
ク
ラ
ス
を
四
名
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
に
編
成

し
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
単
位
に
学
習
活
動
を
さ
せ
た
。
毎
回
の
授
業

の
基
本
的
要
素
と
し
て
は
、
①
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
②
講
義
、
③

グ
ル
ー
プ
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
で
あ
る
。
　
　
　
　
‘

基
本
的
な
授
業
の
流
れ
を
説
明
す
る
。　
一
回
目
か
ら
四
回
目
ま
で

は
、
最
初
の
四
〇
分
間
で
流
れ
の
説
明
を
し
て
課
題
を
共
有
す
る
。

全
部
の
授
業
で
、
課
題
を
出
し
て
自
ら
考
え
さ
せ
て
、
グ
ル
ー
プ
で

共
有
す
る
。
た
と
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
と
し
て
、

最
初
は
目
を
見
て
話
を
聞
き
、
次
に
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
聞
く
と
ど
の

よ
う
な
印
象
を
持
つ
か
、
嫌
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
ど
う
感
じ
る
か
、

な
ど
の
活
動
を
行
う
。
次
に
ハ
体
験
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
効
果
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
関
す
る
短
い

講
義
を
行
う
。
そ
の
後
に
後
半
の
活
動
に
入
る
。
五
回
目
か
ら
は
、

授
業
後
半
の
活
動
が

「
三
重
大
学
の
魅
力
を
紹
介
せ
よ
」
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
。
三
重
大
学
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い

と
い
う
期
待
も
含
め
て
、
〓
一重
大
学
の
魅
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
自
分
の
高
校
に
戻
っ
て
三
重
大
学
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ

―
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
課
題
と
し
た
。

授
業
の
最
後
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
は
、
今
回
の
授
業
で
自
分
た
ち

は
ど
ん
な
力
が
つ
い
た
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
グ
ル
ー
プ

番
号
と
記
入
者
名
、
集
ま
っ
た
場
所
を
書
く
欄
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
を
書
く
欄
で
は
、
「学
習
時
間
は
ど
れ

く
ら
い
だ
っ
た
か
、
何
を
学
習
し
て
き
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
書
か

せ
て
毎
回
提
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
己
省
察
を
習
慣
化

さ
せ
て
、
次
の
授
業
に
生
か
す
よ
う
に
指
導
し
た
。

（三
）
導
入
年
の
成
果

「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト
ア
ツ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
導
入
し
た
結
果
、
以

下
の
よ
う
な
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

第

一
に
、
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
や
協
調
性
が
向
上
し

た
。
修
学
達
成
度
評
価
で
、
受
講
前
と
受
講
後
の
比
較
を
行
う
と
、

非
受
講
者
で
は
個
人
志
向
や
互
恵
懸
念

（グ
ル
ト
プ
で
活
動
す
る
こ

と
に
対
す
る
抵
抗
）
が
向
上
す
る
の
に
対
し
て
、
受
講
者
で
は
両
者

と
も
低
下
し
て
い
る
。
学
生
に
よ
る
自
由
記
述
に
よ
る
と
、
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
が
つ
い
た
」
と
か
、
「
人
と
話
し
合
う
こ
と
に

抵
抗
感
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

第
二
に
、
不
適
応
学
生
の
早
期
発
見
と
対
処
が
可
能
に
な
っ
た
。

三
人
の
心
理
学
専
攻
の
特
任
教
員
で
大
多
数
の
ク
ラ
ス
を
担
当
す
る
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た
め
に
、　
一
年
次
生
全
体
の
適
応
状
況
を
あ
る
程
度
網
羅
的
に
み
る

こ
と
が
で
き
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
過
程
で
発
見
し
た
不
適
応
学
生

に
対
し
て
は
、
学
生
何
で
も
相
談
室
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、
学
部
の

担
当
教
員
と
の
連
携
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
ヨ
一重
大
学
の
魅
力
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
行

っ

た
た
め
に
、
三
重
大
学
に
対
す
る
愛
校
心
の
よ
う
な
も
の
が
芽
生
え

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
能
動
的
な
学
習
姿
勢
へ
の
転
換
を
目
指
す
セ
ミ
ナ

ー
を
通
し
て
、
大
学
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
が
生
ま
れ
、
適
応
障

害
に
対
す
る
早
期
対
策
が
で
き
、
学
生
同
士
で
教
え
た
り
教
え
ら
れ

た
り
す
る
抵
抗
感
が
低
下
し
た
こ
と
は
、
修
学
支
援
を
行

っ
た
り
受

け
た
り
す
る
う
え
で
の
前
提
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

〓
一　
キ
ャ
リ
ア

・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

キ
ヤ
リ
ア

・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の

「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
で
身
に
付
け
た
学
習
習

慣
を
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
生
か
す
と
同
時
に
、
修
学
支
援
者
を
育
成

す
べ
く
準
備
さ
れ
て
い
る
。
初
級
資
格
取
得
者
は
、
学
生
支
援
の
業

務
に
参
加
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
素
養
が
認
定
さ
れ
、
学
生
の
個
別

学
習
補
助
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
上
級
資
格
取
得
者

は
、
共
通
教
育
や
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｓ
Ａ

（ス
テ

ュ
ー
デ
ン
ト

ｏ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

一
授
業
や
補
習
の
補
助
者
）
に
申
請

す
る
資
格
を
得
る
。
い
ず
れ
の
資
格
も
、
履
歴
書
に
記
載
が
可
能
で

あ
り
、
就
職
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、
履
修
を

勧
め
て
い
る
。

初
級
資
格
取
得
の
た
め
に
は
、
「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
に
加
え
て
、
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
お
よ
び

「
キ

ャ
リ
ア
実
践
」
科
目
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
レ
ポ
ー
ト
を

通
し
て
、
各
人
の
将
来
の
進
路
や
生
き
方
に
つ
い
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

す
る
科
旧
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
キ
ャ
リ
ア
実
践
」
は
、
大
学
に
お

け
る
広
報
誌
作
成
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
ア
カ
デ
ミ
ツ
ク
イ
ベ

ン
ト
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
、
入
試
広
報
な
ど
の
業
務
を
、
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
教
職
学
生
協
働
の
実
践
的
な
科
目
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
科
目
を
履
修
し
、
初
級
資
格
を
取
得
し
た
学
生
は
、

上
級
資
格
取
得
の
た
め
に
、
「学
習
支
援
実
践
」
、
で
し
」
ろ
の
サ
ポ

ー
ト
」
お
よ
び
選
択
科
目
二
科
目
の
単
位
取
得
が
必
要
で
あ
る
。

「学
習
支
援
実
践
」
は

「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

の
フ
ア
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習
で
あ
る
。
「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
三
〇
ク
ラ
ス
近
く
開
講
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
う
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ち
の
一
つ
に
参
加
し
て
、
教
員
の
補
助
を
す
る
と
と
も
に
、
学
習
の

ね
ら
い
を
理
解
し
た
う
え
で
さ
ら
に
良
い
教
案
を
提
案
す
る
と
い
う

内
容
の
も
の
で
あ
る
。
Ｔ
ビ
」
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
学
生
支
援
を

す
る
う
え
で
最
低
限
必
要
な
こ
こ
ろ
の
問
題
に
関
す
る
知
識
を
得
る

も
の
で
あ
る
。
選
択
科
目
に
は
、
起
業
の
た
め
の

「
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
論
」
や

「
キ
ャ
リ
ア

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
」
な
ど
が
含
ま
れ

ｚｅ
。こ
の
よ
う
に
し
て
、
上
級
資
格
は
最
短
で
二
年
次
前
期
末
に
取
得

が
可
能
と
な
る
。
上
級
資
格
取
得
者
は
、
Ｓ
Ａ
と
し
て
の
申
請
資
格

が
得
ら
れ
る
た
め
に
、
二
年
次
後
期
か
ら
、
授
業
補
助
に
加
わ
る
こ

と
が
で
き
る
。
後
期
に
は

「キ
ャ
リ
ア
実
践
」
諸
科
目
が
開
講
さ
れ

る
の
で
、
た
と
え
ば
前
年
度
広
報
誌
作
成
を
行
っ
た
学
生
が
、
同
じ

内
容
の
授
業
の
Ｓ
Ａ
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
が
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

（下
図
）
。

さ
ら
に
、
三
年
生
に
な
る
と
、
「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
や

「学
習
支
援
実
践
」
の
Ｓ
Ａ
と
し
て
雇
用
が
可
能
と
な
り
、

三
重
大
学
が
教
育
目
標
と
す
る
、
「感
じ
る
力
」
、
「考
え
る
力
」
、
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
」
お
よ
び
総
合
力
と
し
て
の

「生
き
る
力
」

を
自
ら
獲
得
し
な
が
ら
、
他
の
学
生
に
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
学
生
の
養
成
を
導
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
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四
　
お
わ
り
に

「
四
つ
の
カ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
も
キ
ャ
リ
ア

・
ピ

ア

サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
二
〇
〇
九
年
度
に
開
始
し

た
ば
か
り
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
今
後
の
成
果
次

第
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
度
に
は
キ
ャ
リ
ア

・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の

初
級
資
格
取
得
者
を

一
三
名
生
み
出
し
た
。
現
在
、
彼
ら
の
活
躍
の

場
と
し
て
の
、
学
生
修
学
支
援
室
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
学
生
同
士
が
修
学
支
援
を
行
う
、
活

気
に
満
ち
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
描
き
な
が
ら
、
体
制

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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